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委 員 大場 恒明 松岡 紀雄 常石 敬一 後藤 伸
加藤 薫 榎本 誠 ティオフィラス ･アサモア















a)初期教育検討小委員会 常 石 松岡､鈴木
b)語学教育検討小委員会 大 場 大 橋
C)マネジメントコース検討小委員会 後 藤 関 口
d)会計コース検討小委員会 開 口 後 藤
e)情報ビジネスコース検討小委員会 榎 本 (照 屋)
f)経営環境コース検討小委員会 松 岡 常 石
g)国際コミュニケーションコース 加 藤 アサモア
検討小委員会 大 橋




















ア)改革委員会の開催 第 1回 (1999/10/13)～第24回 (2000/10/25)
イ)検討小委員会の開催 第 1回 (1999/12/15)～第5回 (2000/3/15)






第 1回 (第9回教授会 1999/ll/10)
～第4回 (第15回教授会 2000/3/8)
第 1回 (第16回教授会 2000/3/16)
～第8回 (第11回教授会 2000/ll/8)
第 1回 (2000/4/6)～第2回 (2000/5/16)






















































































































































































































































































































































































授業科目 基本科目 専攻科目 合計基礎科目 外国語科目健康科学科目 学科共通科目 コース科目
必修科目 選択必修科目 必修科目 選択必修科目 選択科目


























































共通科目 情報科目 基礎科目 必修科目 選択必修科目 選択科目
A群8 B群8 C群2 6 6 8 54 32


















































































































































すでに現行カリキュラムでは､多 くの科目で前期 ･後期ごとの別科冒 (2単位科目中心)となっ








































→ ｢会 計 学原 理 Ⅰ｣
(2年 ･前 ･2単位)






｢会 計 学 原 理｣
(2年 ･前 ･2単位)
｢制 度 会 計 論｣
(2年 ･後 ･2単位)
｢演 習 Ⅰ｣ → 廃 止
(2年 ･後 ･2単位)
→ ｢演 習 Ⅰ｣
(3年 ･通 ･4単位)























現行の ｢年間44単位以内で､かつ､半期31単位以内｣ とする履修単位数の制限は､すでに制度 と




























































































































































































































カ)｢特習外国語｣は､スタディー ･アブロー ド･プログラム (海外短期留学制度)に参加 した
者の単位認定のための科目である｡
現行のカリキュラムでは､B群については英語を第 1外国語 として週 2コマ (通年 ･4単位)､
英語以外の外国語を第2外国語 (6外国語の中から1つ)として週 2コマ (通年 ･4単位)の計4
コマを受講する履修システムである｡ただし､2年次においても､英語を含めた7外国語の中から





































































































一般化学 I (前) 2
一般化学Ⅰ (徳) 2
人間環境科学 (徳) 2
数学概論 Ⅰ (前) 2
数学概論Ⅰ (徳) 2
数理科学の世界 (前) 2
生物科学 Ⅰ (前) 2
生物科学Ⅰ (後) 2
物質科学の世界 Ⅰ (後) 2
表2 【経営学部単位認定科目】
1年次
授業科目 単位 授業科目 単位
英語 (語学研修) 2 ★ロシア語 (語学研修) 2
スペイン語 (語学研修) 2 ★異文化体験 (前) 2
ドイツ語 (語学研修) 2 ★海外語学研修 (スペイン語) 2
フランス語 (語学研修) 2 ★海外語学研修 (英語A) 2
朝鮮語 (語学研修) 2 ★海外語学研修 (英語B) 4










































































































































b 技能 ･資格 ･免許等取得の手引
ラ)実習科目の運営システム
新カリキュラムの重要な特徴の 1つは､実習教育の充実ということである｡そのための具体的な
36
対応は､専攻科目の学科共通科目に必修科目として ｢実社会体験研究｣(3年次前期 ･2単位)が
新設された.｢実社会体験研究｣は学科共通科目としての名称の統一をはかったもので､内容的に
はインターンシップ､ボランティア､アルバイト､スポーツ施設研究､海外体験実習などが想定さ
れている｡
500名の学生を3年次に､上記の各種実習に従事させ､その成果を評価 して2単位の認定を行う
という制度であり､事前の周到な準備が必要となる｡すでにインターンシップについては､インター
ンシップ委員会のもとで2000年度においてパイロット･テスト (単位の認定はなく､希望する学生
のみ実施)を行い､経営学部として一定の成果を確保することができた｡実際のスタートは2004年
度からとなる実習教育については､この間に合理的な運営システムを設計し､諸条件を整備するこ
とが求められる｡
そして､このような実習科目運営システムの提案に付随して､次の2つの作業を早急に行う必要
があるように思う｡
a ｢実習科目の範囲と実習時間｣の作成
b 実習先認定基準と単位認定方法の策定
エ)教育指導方法の改善
新カリキュラム (秦)の策定は､教育指導の外形 (ハードウェア)が整ったことを意味する｡し
かしながら､学部教育の効果を高めるためには教育指導の内実 (ソフトウェア)が改善されなけれ
ばならない｡新カリキュラムの適用に当たっては､カリキュラム内容の十分なガイダンスと併せて､
学部学科による教育システムの組織的整備 とティーチング ･スタッフによる指導方法の個別的改善
がはかられなければならない｡
新カリキュラムを適切に運用する上で重要な教育指導方法の改善方策 としては､次のような項目
が考えられる｡組織的には履修指導方法の改善であり､また､個別的には教育指導方法の改善であ
る｡
a 講義計画 (シラバス)の充実
b 履修ガイダンスの徹底
C 特別学修指導の実施
d アドバイザー制度の活用
e 教育経験の交流
上記のaのシラバスについては､すでに本学部は開講科目の内容と運営に関する詳細な計画書を
作成 ･提供している｡これまでの経験を基礎に､一層充実した内容のものに改善することが求めら
れる｡教員の側にあっては､シラバスの内容が固定化し､マンネリ化しないように､絶えず創意と
工夫を加える必要がある｡一方､学生の側に対しても､学生初めの履修科目選択や学期中の計画的
学習活動-の有効利用を指導する必要がある｡さらに､授業評価 とそれのフィードバック尺度とし
て､学生側 と教員側の相方にとって有効に活用することができる｡
bは学生に対する履修がガイダンスの一層の徹底をはかるためのシステム開発の課題である｡履
修ガイダンスには､大きく新入生オリエンテーション､在学生 (2-3年次生)ガイダンス､卒業
生ガイダンスおよび留学生ガイダンスがある｡科目履修の方法､単位修得計画の修正､進級 ･卒業
計画の設計など､対象年次に対応したキメの細かいガイダンスが求められる｡
Cは､とくに単位取得不良の学生に対する学修指導の実施である｡この特別学修指導は全学的に
実施 している指導制度である｡とくに初期の段階での成績不良者に対する特別指導は､履修計画の
見直しはもちろんのこと､さらには生活設計の立て直しにまで相談 ･指導の範囲が及ぶ場合がある｡
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従来以上にその効果を高める措置を講ずる必要がある｡
dについては､これまでゼミナール担当の教員が中心となってゼミ所属学生をはじめ､個別の学
生に対してアドバイザリー ･サービスを提供してきた｡この制度それ自体は定着し､専任教員全員
がオフィス ･アワーを設けて､学生の個別相談 ･学修指導を行う体制が整備されている｡しかしな
がら､教員がオフィス ･アワーに在室しなかったり､長期にわたって学生の訪問がなかったり､オ
フィス ･アワー制度やアドバイザー制度が必ずしも有効に活用されていないように思う｡各々に特
徴のある5つのコースを設けて､これまで以上に意欲的 ･効率的に学修に取 り組むことが期待され
ている新カリキュラム適用以後にあっては､このようなアドバイザー制度の意義 と役割は一層重要
となる｡より一層の制度活用が求められる｡
eについては､従来においても種々の形態で実施されてきた｡教育内容の改善は､カリキュラム
の改革に規定されるばかりでなく､同時に教育指導方法の改善にも大きく依存することは言うまで
もない｡そして､各授業科目の教育指導方法は､基本的には担当教員の能力､経験および創意 ･工
夫の総合的所産 として形成され､適用される性格のものである｡研究分野や担当科目の違いを越え
て､教育技術や方法の経験を交流することは､教育内容の改善にとって極めて意義のあることであ
る｡個々の教育経験を尊重し､蒸留して､相互に交換することによって､全体 として質の高い､実
り豊かな教育成果を達成することが期待される｡専任 ･非常勤を問わず､時には学部 ･学科の枠を
越えて､教育経験を交流する機会を積極的に設定する努力が一層求められている｡
[付 記]
1 本稿は､経営学部におけるカリキュラム改革に関し､1999年11月より2000年11月までの間に､
カリキュラム改革委員会 (照屋行雄委員長)において行われた議論 と決定をとりまとめたもので
ある｡改革委員会の構成メンバーは､本文に記載したとおりである｡委員の先生方の全面的な参
加 と協力がなかったならば､今回のカリキュラム改革は実現できなかった｡改めて感謝申し上げ
たいと思う｡同時に､建設的な意見を寄せて頂いた教授会の先生方にお礼を申し上げる｡
2 本稿の執筆に当たり､改革委員会や教授会などで報告 ･承認された文書や資料を必要に応じて
利用 した｡関係各位の配慮に感謝したい｡とくに､新カリキュラム表の作成については､改革委
員会委員であり､同時に学科主任を務められた榎 本誠先生の献身的な協力を頂いた｡お礼を申
し上げたいと思う｡なお､改革委員会に続 くカリキュラム調整委員会 (後藤伸委員長)や教務委
員会の関係各位には一層の尽力をお願いしたい｡
3 本稿の執筆に当たっては､改革委員会や教授会等での議論の詳細は割愛した｡
また､議論の過程で提出された意見や批判については､関係者の個人名を明記しないこととした｡
本稿で述べた内容の殆んどは筆者の記録 と記憶に基づいており､ここでの記述内容についての責
任はすべて執筆者に帰属することを断っておきたいと思う｡
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